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ことにした。すなわち，トリケトン 2に LiEt3BH を作用させ，三つのカルボニル基を還元した後，生じ
た水酸基をシリル化してトリシリルエーテル 4を得た。次に，これを親ジエン体 5の共存下で 100 °C に
加熱すると，二方向での選択的な環形成反応が進行し，二重付加体 6 を与えた。さらに，二重付加体 6





















	 ビフェニレン IIは，独特な π共役構造に由来する化学的性質に興味が持たれるが，これらを合成する
一般性の高い合成手法はほとんどない。一方，最近当研究室では，ヨードトリフラート 10に MeLi を作
用させると，ベンザインの二量化反応が進行し，ビフェニレン IIを与えることを見出している。そこで
まず，この二量化反応の一般性について調べることにした。すなわち，ヨードトリフラート 10 のトル
エン溶液に–45 °C で MeLi を作用させたところ，ビフェニレン IIが収率 54%で得られた。反応条件につ
いて詳しく調べたところ，溶媒として Et2O を用いた時に，最も良い結果を与えることができた。 
	 
	 そこで次に，上述の知見をもとにポリシクロブタビフェニレンの合成を試みた。すなわち，ベンザイ
ンの[2+2]環付加反応を繰り返して合成できるジシクロブタベンゼン 11の Et2O 溶液に–45 °C で MeLi を
作用させたところ，原料は速やかに消失した。現在のところ，目的物の単離・精製には至っていないが，
























































































Et2O, —45 °C, 30 min.
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